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研究成果の概要（和文）：本研究では、“経営学的な視点”を組み込んだ情報構造化に基づき、

テキスト形式のデータから知識構造を構築する方法論を研究し、実務的な分析手法を提案する

と共に、一般的な方法に関する理論的な解析を行った。さらに、企業の戦略事例などの情報を

構造化してデータベース化する方法論を提案した。以上のように、情報構造化というキーワー

ドにより、経営プロセスの様々な場面において活用できる方法論を研究し、具体的な事例への

適用を通じて、その有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：In this research, information structuring methods were studied from
the viewpoint of industrial engineering and management. The several methods to extract
knowledge from text data were proposed and the theoretical analysis for the general model
was conducted. Moreover, the method to give the strategy map in a structured data base is
proposed. On the keyword of “information structuring”, various methods that are useful in
business scenes were studied and the effectiveness of these methods were clarified by
applications to various problems.
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１．研究開始当初の背景
近年、情報技術の進展によって、Web マー

ケティングに代表される新たなマーケティ
ングパラダイムが浸透し、消費者の購買行動
への影響も大きくなっている。消費者は、購
入欲求の生じた商品について、比較的容易に
代替商品の機能や価格を比較検討し、さらに
はすでに購入して利用したユーザの評価情
報を調べた上で、自らの購買行動を検討する
ことができる。様々なオンラインショッピン
グサイトでは、特定の製品に対する評判を綴
ったユーザコメントを閲覧することができ、
ブログや SNS といったコミュニティによっ
ても様々な情報が入手できる。このようなイ
ンターネット化による消費者の購買行動の
変化はもはや無視できるものではなく、企業
も積極的に先進的情報技術を活用した経営
活動を推進しなければならない現状にある。
一方、このような Web2.0 技術は、ユーザ

コメントや自由記述アンケート等のテキス
ト形式のデータを大量に収集することを可
能としている。従来、このような自由記述式
のテキストデータからの知識獲得に対して
は、テキストマイニングの技法が研究されて
いるが、汎用的な分析手法を援用したものが
多く、十分に企業経営の用途に特化した手法
となっていない。これまでの構造化の視点は、
情報工学的、あるいは知識工学的な視点に基
づくアイデアが主体であり、経営学や経営工
学分野の視点に基づく方法としての構造化
手法はあまり研究がなされていない。企業経
営の分野で活用できる方法論を構築するた
めには、経営学・経営工学的な知見を十分取
り入れた形での情報構造化手法が必要と考
えられる。

２．研究の目的
本研究では、主に次に示す 2 つの視点に基

づく研究を進めることにより、経営工学的知
見を集約した情報構造化手法を開発すると
共に、様々な経営学、経営工学上の諸問題を
対象として、手法の有効性を実証的に示すこ
とである。
1)“経営学的な視点”を組み込んだ情報構造化

に基づき、テキスト形式のデータから知識
構造を構築する方法論を提案する。さらに、
様々な応用例において、得られた知識構造
を用いたテキストデータの分析を通じ、提
案する方法の有効性を実証的に示す。

2) 企業経営の諸問題でしばしば必要とされ
る比較分析、特徴分析といった目的に対し、
“経営学的な視点”を組み込んだ情報構造化
によるデータベース化の方法を提案する。
さらに、様々な適用例を通じ、経営学的知
見を加味した情報構造を持つデータベー
スを用いた分析の有効性を示す。

以上の研究は、“経営学的視点に基づく情報構

造化”という統一的な視点のもとで進めるこ
とにより、個々の成果間で相乗効果が期待で
きる。

３．研究の方法
本研究は、情報数理、情報理論と経営工学

の両分野で研究成果を挙げてきた研究代表
者の専門性を生かし、企業経営において活用
される情報構造化手法とその応用方法につ
いて検討を行ったものである。その研究プロ
セスでは、数理モデルに基づく理論的な研究
と実務データに対する応用事例研究のバラ
ンスに配慮し、検討を進めた。個別の応用事
例として、インターネット上のクチコミデー
タからの知識抽出、自由記述式アンケートの
自動集約、POS データからの知識発見、サー
ビス業における業務プロセスの効率化等の
複数の問題を対象とし、実企業との共同研究
によって得られる知見も集約している。
具体的な研究体制としては、次に掲げる個

別研究テーマに対し、早稲田大学・後藤研究
室内でそれぞれ分担して研究に携わり、定例
の検討会にて成果交流をしつつ、研究を進め
た。個別研究テーマとしては、(1) 知識構造
を援用したユーザコメントからの情報抽出
手法の構築、(2) 構造化戦略事例データベー
スの構築、(3) 優良 Web ショッピングサイト
の 特 徴 分 析 手 法 の 構 築 、 (4) 企 業 の
CSR(Corporate Social Responsibility)報告
書に基づく CSR 活動分析手法の構築、(5) 価
格プレミアム要因の構造分析などを設定し、
平行して研究を進め、得られた知見や成果を
相互に援用していくことで相乗効果を狙っ
た。
また、研究進行の途中にて、いくつかの個

別研究テーマが新たに設定され、平行して研
究を行った。特に、研究着想当初は想定して
いなかった個別テーマとして、多次元のスパ
ースなベクトル空間上での処理を強いられ
るテキストデータの分析や情報リコメンデ
ーションといった方法について、理論的な側
面からその評価に取り組み、新しい方向性へ
の発展が見られた。

４．研究成果
本研究では、3 年間の研究を通じ、次に掲

げるような研究成果を得ることができた。
(1) テキストデータの分析技術とその経営

工学的応用に関する研究において、複数
の研究成果を得ることができた。本研究
では、電子的に得られるテキストデータ
に対する分析手法の研究を通じ、特に
Web マーケティングの分野で活用でき
るユーザ意見の分析技術の研究を行っ
た。その結果、ネット上で語られるユー
ザ意見の全体像を可視化すると共に、そ
の傾向を統計的に分析するための方法



論を提案することができた。この研究で
は、テキストデータから形態素解析と素
性選択を通じて得られるキーワード群
に対し、階層的なクラスタリング手法に
よって情報構造化を行う方法が用いら
れている。実際に、Web 上のユーザによ
る評価データの分析により、顧客ロイヤ
ルティ構造を可視化する問題に適用し、
その有効性について明らかにした。また
プロ野球球団に対する顧客ロイヤルテ
ィの分析や某サービス業において実際
に採取された自由記述式の顧客意見デ
ータの分析、宿泊観光サイト上のクチコ
ミデータの分析といった個別の事例研
究を通じ、このテーマの応用的可能性に
ついても明らかにすることができた。こ
れらの成果は、日本経営工学会や経営情
報学会等の学術論文としてすでに掲載
されており、現在もその方向性で研究が
展開中である。

(2) 本研究における理論的な研究成果とし
て、多次元で低頻度の疎なデータを扱う
必要性のあるテキストデータの分析や
商品推薦システムの構築といった問題
に対する漸近統計的な評価モデルの構
築に成功し、いくつかの成果を得ること
ができた。一般に、テキストデータに含
まれる単語の種類数は数万から数十万
という単位になり、一方で 1 つの文書デ
ータに含まれる単語はそれらの中のご
く一部であるという特徴を持つ。EC サ
イトにおける顧客の商品購買データも
同様であり、膨大な商品群の中から実際
に購入に至る商品点数は相対的に少な
い。そのような特徴を持ちつつ、これま
で経験的に構築されてきたテキスト分
析法や強調フィルタリングなどの情報
推薦手法の有効性について、理論的側面
から保証を与える研究成果は得られて
いなかった。本研究では、高次元で疎な
データベースを表現する統計モデル構
築に成功し、その成果としていくつかの
知見を保証する理論的結果を得ること
ができた。非常に疎で、頻度の少ないデ
ータであっても、その件数を膨大に増や
すことで全体として適切な推論に至る
ことを示している。この結果は、今後も
インターネット上で多く見られる疎な
データベースの挙動解析に対して、多く
の成果を与えてくれる可能性があり、現
在も研究が進行中である。

(3) 実際の応用事例研究において、階層的な
情報構造化と多変量解析の援用による
データの可視化手法の有効性を確認す
ることができた。具体的には、アフィリ
エイトサイトの構築支援やサーチエン
ジンを用いたブランドイメージ測定手

法の開発といった個別の事例研究テー
マを通じ、その有効性を検証することが
できた。これらの個別の研究テーマに関
する成果については、それぞれ学術論文
としてまとめており、同様の応用場面に
おいて有用な知見が得られたと考えら
れる。また、食材宅配サービスにおける
配送効率向上モデルに関する研究にお
いては、実際の企業との共同研究により、
顧客が望むサービス項目の分析を行い、
優良顧客と非優良顧客で異なる点に着
目した方法を示した。さらに、CO2 排出
量などの環境負荷を低減するための情
報取得法や情報構造化法についても検
討を行い、いくつかの成果を発表するこ
とができた。様々な個別事例に対する具
体的な解決法の提示により、実際の経営
場面に有用となる知見が得られたと考
えられる。今後も応用事例の範囲を広げ
る予定であり、本研究の成果が経営学・
経営工学分野でさらに広い応用範囲に
拡大する可能性がある。
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